








































































第 1表 入善IfJ木根地区における]#兼業別民家数 (1985:q三p 単位:j二i)
第兼業1農1家重 兼第業2農種家
兼業の種類
農業集落 総戸数 農家 専業農家
ムj::J 可~-r- I 恒勤;i';/YJ務 I I即lヨ鹿時雇・ 1 I~! 'i~; 
西島 26 24 1 1 22 23 18 5 
三島 67 52 2 4 46 50 43 5 2 










ばれている.向島，京!倉， 東j主5，新 1:EI ，I~h















































現在の同族の分布と本家・分家関係をみると(第3[玄1)， 向島は H家と Ka家と Ki家が， 3f1]倉を














































が多い.例えば， I~I 治組織としての区は三島と西島の 2 つがあるが，三島の場合，和倉を含む束島と
向島と新日ヨ島の 3つの「島」が区長の選出単位であり， 2年任期で‘それぞれの「島Jから輪番で選ば
9] 
れる.また，区の下部組織である〕五は，それぞれの「鳥J を 1~3 地区に分けたものである.木根神























































収される. 4月1白から翌年 3月末までが会計年度となっており， 1985年度の三島の収入の合計は
1， 458， 189円で，その内訳は繰越金261， 239円，負担金(1戸当り 3500円2 反当り 150内の割合で徴収)










総会 3 月下旬に三島と西 j誌の公民館で、それぞれ総会がl~fJかれる.すべての家の世帯主が参加す
ることになっている.生産組合の経費も含めた区の収支決算報告とその承認が行なわれ， さらに行事
93 








繰越金[ 261，239 iよL三2{:二5- ~1t 204，677 
負担金 320，850 
1ム1、I~' 金f支、 156，747 
l戸当3，500lTj X 67戸 234，500 
班長会関係 47，930 
反当別反当150円 86，350 事業費 666，896 
事業収入 419，200 
関ベニ.、学?士、会-'， 332，076 





秩祭礼 9， 200 
新年会 206， 700 
助 j友金 388，728 海岸怯植樹 450 
IIJ関係(転作・多用途米) 62， 100 体育!持部 50， 820 
納税報償金 180，000 (青木地区体育大会) ( 44，520) 
農協関係 135， 128 (青木地区ソフトボーノレ大会〉 ( 6，300) 
(サシ米代) (40，845) 
有線放送
(調査費〉 ( 2，800) 
29，000 
(配当金〉 ( 5，995) 
有線放送鯵理代 14，000 
(部法座談会) ( 7，133) 
有綜放送コンクリート柱 15，000 
(軽hJl免税) (78，355) 80，000 
土地改良区江切助成金 11， 500 公民館建設委員会 50，000 
その他 71，340 
利用料i食卓利用 7，300 部正ii¥il区長感謝状記念品 28，650 
その他 60，872 部m;1J[玄長事務手当 10，000 
利息 6，082 三島倉庫共済掛金 9，000 
社会福祉(日赤〉 24， 790 IlJ議選挙酒 15，680 
















農事講話会と青田まわり 生産組合本来の行事としては， 1)=] 271=]と5)=j 19 1::に農業協同組合の
営農指導員と集落氏の座談会があり， これを;農事講話会と 1子ぶ. 5月から 7月にかけて 31互!にわたっ







































る.会計年度は 8月 11ヨから翌年7)j 31日までである.1985年の収支決算書によると，収入は722，862























1985年度の神社の行事明細書によると，年始祭の!際， :f1I社に清酒6斗 7升が奉納され， これを福寿
会 (2升)，三四五会(3升)，精明会 (2升)，若妻会(2升)，婦人会(3 升)，消防I~ (2升)，雅
楽の会(2升)，左義長 (2升)の各国体と西島 (4升)， 和倉 (2チ1-)， 東島 (4升)， 新四島 (4










春祭 3 )~ 14，15 Elに行なわれる春祭りは， 4人の宮総代が中心となって準備し，神主のお被い





秋祭 秋祭はこの地区で;J1主も大きな祭で， 10月14日と151=1に行なわれる. 70~80人が神社に参拝
する.宮総代が神社に供物をそなえ，械を立てる. 10月151ヨの午後 11寺30分頃から幼稚園児と小学生


























三四五会 36A茂から55蔵jまでの男性がつくる三四五会の会員は， 約60名を数える. 1月の新年































































































第 4 表木根公会堂・三島公民館利用状況 (1986'i':1三 10)~ 12 日 ~ll)~25 E:!) 
jヲ n寺 i間 利 j有 者 利用目的(利用人数)
10月12日I7 時"-21 1l~: 木根地!R 公民館竣功式(?)
131ヨ 8 時~14!時 木摂地区 公民館竣功式後始末(?)
151ヨ ? 子供御輿衆・氏子一伺 秋祭(?) 
20日 ? 福寿会 臨時総会(?)
24日 19時"-201l寺 三1Z9五会・婦人会 講演会 (81)
261ヨ ? 三四五会 ソフトボール反省会 C?)
26日 161l寺---21日寺 三島区 IlJ民体育大会選手慰労会(?) 
27臼 191寺30分，.._2fl寺30分 木摂公会堂建設委員会 建設費内訳内容指[J!3検討会 (10)
28日 201寺，.._211寺50分 縞明会 法安ーの準備および連絡(8 ) 
301ヨ 13fl寺，..._? 精閉会 物故者追悼法要 (150)
11 月11ヨ 18時30分，..._ 21H~j: すごろく会 農業祭のための芳司づくり (15)
21ヨ 18時，.._20時30分 すごろく会 農業祭のための寿司づくり (15)
2日 ? 三島区 三島常会(?)
31ヨ 15時---18B寺 三島グリ一会 産会 (10)
5日 19時30分"'-'2時 大正琴会 琴の練習 (10)
8iヨ ? 婦人会 定例会(?)
9 B 15H寺~ 木根公会堂建設委員会 会計支払し司王務(?) 
9日 191寺---211寺 すごろく会 農業祭の反省・持楽苑慰問準部l(15) 
12日 2011寺~21時 若妻会 定例会 (10)
13日 13fJ寺 ~14n寺30分 木根j並区 報恩講 (40)
17日 19f1寺30分"'-'2日寺 大正琴会 琴の練習 (12)











扇状地の自治公民館の分布と 11IJ内会の境界をみると(第 61玄ì)，苦\~)I ¥扇状地においては大部分の 1lJ
内会あるいは lつの大字地区内の複数のflJ内会で，自治公民館を維持していることがわかる.しか






















/ (不明 8) 
ノペ /一 τiJl)
1930 1940 1950 1960 1970 1980 年
第 5図 黒部)'1扇状地の r~1 治公民館の建設年次
資料:各市IJlr教育委員会調べ (1986年 5月〉
第 5表 黒部}I扇状地 4ililf可の公民館数と人口
中央公民館|地変館|類似館|旧日刊数|町内数|人 口 i類似公民鮪 l!館当り人口
黒部市 1 80 10 93 36，878 462 
入善 IUr 1 97 10 127 30，015 309 
ilJJ 日IllJ 11 47 8 85 18，601 396 


















・中央公民館 @地区公民館 4 ー複数町内共用
自治公民館(延床面積別，単位ぽ)・ -300 ~ 250-300 @ 200~250 ID 150-200 El 100-]50 



















図!日()サ()O ~l山50 凹 8い00 白川O
[J ~O- 己 I~I i(i公ji(t.i';川いj也IZ:








主l訪日)1[扇状地においては，集落レベノレの '~I 治公民 fn;'; のほかに， さらに旧 JIIJ村の純 Ull の j也 [~:と !IIJ全域
という 2 つのスケーノレ{:こわたって公民館がi~[値され，家庭につながる|一生活七ン'ター」としての，gj 治
104 
公民館，その基盤に立った jj白区センタ -Jとしての地区公民館3 そして「文化センタ -Jとしての
中央公民館の建設が1950年代から進められてきた20) 玉県部川扇状地においては， Igl治公民館が先行
し，地区公民館があとに発足した点に特色がある.現在の地区公民館は，1949i:1三の社会教育法の設置に






























みると，軽運動場で、は10"-'20人ほどのグループでゲート ;f~ ーノレ練習，健康体銀，卓球， カラオケ練習
会，大正琴の会，婦人の体力づくり運動，パトミントン， ピーチバレーなどがほぼ定期的に行なわれ




































員会と入善町民会館!の共催によるもので， 10月181ヨは渡辺昇一氏， 10月251ヨは国弘正雄氏， 11月1Iヨ
は林真理子氏による入場料無料の文化講演会てoあった.氷見市と入善01]で同じ催しが行われた.入善
町内にはIHJの公報とIlJ民会話;催物案内を全戸に配布し講演について周知させ， f也市町村には北日本新
聞の催物欄，市販の 4情報誌 fタウン情報富山Jで宣伝した.受講申込者数は793で， I町内564，IsJ外















第 6表 入善IIlr民会館における年齢別保氏大学受講者 (1986年10月---1月)
i峨未満 lい20---29歳 130--39裁|い4刊
男 I 7(ω4%め)I 2お5(1凶45形百) ¥ 3叩0(17%￥め)I 31(1凶8ヌ%)12幻7(ι15タ%ザ幻)I川46以(2お6%ザ幻)I 9 (何6%ザの)¥ 
女 I 9(ω25がザめ)I 9部5(2幻1%の)1125 (2幻7%百の)1114 (2お5%)I 61以(1日3タ%ぎ) I 2お8(6タ%)¥ 3却O(ω6%)I 
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たって， f昭和61・62年度文部省科学研究費補助金一般研究 (C) Iわが閣におけるコミュニケーション空間に
関する地理学的研究J (代表者:高橋伸夫，課題番号61580200) と昭和61・62年度文部省科学研究費補助金一
般研究 (B) Iわが国の農村地域における非農業化現象に関する動態的研究J (代表者:山本正三，器具題番号
61450090)による研究費の一部を使用した.以上を記して感謝申しあげる.
注・参考文献
1 )手塚 主(1982):茨披県出島村下大津における I~I

















地理学評論， 49， 361 ~379. 
8) 村山祐司・根EI克彦・高檎伸夫 (1982):出島村
戸崎・大前部落における生活組織の地域性.麓ケ部















15) 文部省内社会教育行政研究会 (1986): [J社会教










学社会科教育研究， 9， 84~88. 
20)入善町中央公民館(1954): [J入善1Il]公民館概況報
告(自昭和28年 4 月 1 日~主昭和29~'!三 3 月 311ヨ) j] 
80ページ.
21)新谷賢太郎(1968):入善IJ公民館の特色一主とし





Con1n1unication and COn1ffiunity Halls in Rural Regions 
of the Kurobe Alluvial Fan 
Akira T ABA Y ASHI 
This pepar describes and analyzes communication in the rural regions especially from the 
spatial point of view. A vil1age， called Kinone on the Kurobe alluvial fan， Toyama prefecture 
was selected as the study area. Kinone has a population of 43もand93 householc1s of which 
about 80 percent are farm households. This was a pure rura1 community about 20 years ago， 
but now most farmers engage in such non farm jobs as public emp10yees， factory i，vorkers and 
ivorkers in the service industry. Their non farm income is much more than that of their 
fann income. 
Kinone has three types of territorial subunits of different scale. The fundamental subunit 
called shima， literally island， consists of from 15 to 28 households. It is estimated that slightly 
high mound-like places with relatively deeper soil in the丑oodplain were first settled anc1 
gradual1y developed into hamlets， shi?na. There are four shimas in Kinoロe，and these are not 
on1y territorial organizations but also areas ivith long bloodlines. 
One shI1na area is further divided into two or three subunits called han consisting of from 
7 to 10 households. This is the smallest neighborhood and an area where the households con・
cerned communicate with one another intensively in daily life. On the other hand， there are 
spatial units， that is hu， that are larger than those of shimαThe three shimas located in the 
northeastern part make up l'v1ishima-l?u， and the remaining one in the southwest is relatively 
isolated and large enough to be aロindependentku， Nishijima -1m. A ku is a self-governed unit 
which is actually a lower branch of a municipality， machi(town) or shi(city). The head of the 
hu transfers information from the municipality to the hu and from the hu to the municipality. 
The two l?us， Mishima and Nishijima form Kinone， a traditiona1 village. 
The c∞omτnmunιica抗tion0ぱfKinロo叩ιO∞
110 
and communal work. There are a New Year's banquet， an annual meeting， monthly meetings， 
spring and autumn festivals at the Kinone shrine， Buddist functions， the ceremonies of co・
ming of age， marriage， funerals and ancestral worship， dredge of irrigation canals， clearing 
and repairing of farm roads and planning of rice plant regulation， etc. ln addition， there are 
many spontaneous groups organized by age and sex which are active in recreation and in 
labour service. Several recreation or sports groups have been also organized. 
The community hall plays an important role in pursuing the above mentioned communi-
cation activities in Kinone. The community hall was rebuilt in 1986 at a cost of￥21 million， 
of which the municipality subsidized only￥500 thousand and the rest was bore in common 
by the 93 households in Kinone. 
Peoples's communication activities have fU1了therexpanded spatially beyond the village 
domain. The important spatial units for Kinone are the areas of the old municipality and the 
present municipality. There are many organizations and facilities for communication bet-
ween these spatial units， but community halls and communication activities carried out there 
are very important in terms of cultural， educational and recreational asepcts. For the old 
municipality of Kinone a neiV community hall was built In 1986 by the preseロtmunicipality in 
place of the old building that was attached to farmers cooperatives. New central community 
halls for the present municipality were also built recently. 
People on the Kurobe alluvial fan enjoy the three level of community hal1 systems from 
village through old municipality and to the present municipality. Village community halls 
play the part of place for daily communication， and the municipal central community hal1 has 
the function of 0首eringvarious events with a high quality of culture. Old municipal com-
munity halls play an intermediate role between the above-mentioned two. 
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写真 1 ~<:1HJ 出 iメ'の朱治 1;{'(i}~
(19お611"-11)]) 
本1HJ由1)(，のiH;存は集中jをなし





~i，~fHli の〉と f した 1970イ|三 jユ 1;示に新築




写真 2 ~(HHql.;q" ( ~H一之 ?U
(J 986イ|二llJJ)
本jJ{J虫;ζのICI央にNE'/!'ずるイミ担





1m ~、 1'111 )，{f，怠訟も~%:íí'~与するたふ川こ展
望Jな役割をしている. -1人の宮総
代を1川Jとしてf昨J1さ，れている，
写真3 本 H~公会三j;Jj公民 íYJ1i
(1986:i'r 11JJ) 


























延!よ 1~j i杭60:)111 2 の件lí)j~ て
] 986fl': ~. )jに1m航となった
ッ;1動tl'とYJI;(1) fli J)Jをf'.十てji!られた












り，入荷111ft生 J;J;~vこ l持依して Jむられ
た， 22[をJ ， 1(0)}11 J の子/~{で 1986
:Sv. 3 FJに完!定し， jfiJ1f 5 Jに¥31航
された酔 LI 'ii¥'n]なコミュニケーシ
ョン，教育・文化・レグリエーシ
ョンノ活動から， i'，uj¥，、求棋の文化的
{保物の蛇{jhまで多様な機能をも
てL、る.
